
北海道余市町 グループホーム　フルーツ・シャトーよいち

［認知症対応型共同生活介護用］ １．　調 査 報 告 概 要 表 作成日　平成20年6月15日　

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】
事業所番号

事業所名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

評価機関名

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】（20年3月1日事業所記入）

2 ユニット

20 人

（２）建物概要

造り 　

2 階建ての 1 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

家賃（平均月額） 円 その他の経費(月額) 円

敷　　　　金

食材料費 朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

円

（４）利用者の概要（　4月　１日現在　）

利用者人数 17 名 男性 6 名 女性 11 名

要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４

要介護５ 要支援２

年齢 平均 86.5 歳 最低 73 歳 最高 93 歳

（５）協力医療機関

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

民生委員、小学生、中学生のブラスバンド、北星学園高校ボランティア
部、児童養護施設などとの交流を積極的行い、グループホームについて
認知を高めることに尽力している。また、地域にある他のホームとの交
流も行なっている。

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

グループホーム便りでホームの状況をお知らせしたり、家族が面会に見
えたときには、出来るだけコミュニケーションを取ることを心がけてい
る。

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

　　昭和・平成　12年　4月　1日

利用定員数計　１７人　

　有（　　　　　　円）
　無

有　／　無
有りの場合
償却の有無

12,000～13,500

または1日当たり

鉄筋コンクリート

開設年月日

所在地

法人の持っている多機能性が、入居者支援や職員育成に大きく寄与している
ホームである。入居者にとって、どのような支援が必要であるのかというこ
とについて、職員全員が認識しており、利用者個々の状況、要望にできるだ
け対応できるよう取り組んでいるところは評価できる。入居者と職員とのコ
ミュニケーションも上手く取れており、お互い支えあい合いながらゆったり
とした時間を過ごしていた。また、地域に密着し、開かれたホームづくりの
ため、ボランティアとの交流を積極的に行なったり、認知症への理解を深め
ていただくために、運営推進会議、地元青年会議所、家族会の会などをうま
く活用している。

訪問調査日

0172500068

所在地

（１）組織概要

法人名

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

株式会社　日本プランニングセンター

建物構造

ユニット数

職員数

保証金の有無
(入居一時金含む)

平成20年3月28日

協力医療機関名 社会福祉法人　北海道社会事業協会余市病院、医療法人社団　荒木歯科医院　

0名

5名

1名

6名

5名

0名

20,000～25,000

札幌市中央区北6条西24丁目1－30YMビル

社会福祉法人　よいち福祉会

高齢者グループホーム　フルーツ・シャトーよいち

余市郡余市町黒川町85番地65

（電　話）0135－22－5350

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

1,000

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

運営推進会議では、外部評価、自己評価を公表し、委員に意見を伺った
り、ホームでの生活の様子（食材の利用状況、入居者の状況等）、行事
活動、感染症対策等の報告を行なっている。

　有（　　　　　　円）　　　　　無

常勤18人,  非常勤　2人,  常勤換算16.9人

重
点
項
目
①
職員は、評価の意義を共有し、評価がサービスを振り返る良い機会であ
ると理解していることが伺えた。

前回評価での課題については、法人としての意向、考え方もあり、従前
のとおりという部分もあるが、入居者にとって必要なものについては、
時の見当識を持てるよう日めくりカレンダーを設置するなど改善を行
なっている。（ユニット1、8名、ユニット2、9名）

㈱日本プランニングセンター


